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射は正常．単純 CTでは lt-centrumsemiovale lζ 
slight high density areaがあり， CECTで軽度 en-
hancementをうけたがperifocallow density areaは伴
わなかった．また第4脳室の右に highdensity spot 
をみた．髄液所見は正常であった.vascular, neoplastic 
の両面から治療をすすめたが， 2週間後の CTでは上
記の highdensityはやや増強され， 更に rt-medial






cerebellar lesionは detect できなかった． この間
ACN U などの投与をおζなったが， 7月29日の CT






























47 rn!U/ml, 176 ng/ml，また鎚液中では 150mlLソml,




へ 40Gyのレ線照射を施行したととろ，血中および髄 による化学療法が行なわれ， Iクール終了時の骨鎚穿
















































































































中 AFP,HCG, CEAは正常．放射線 20Gy無効．手







に lowdensityの roundlesionが存在し， CEICより
ring状に増強された．血管写ではtumorstainを認め
す， 血中 AFP,HCG, CEAは正常．放射線 20Gy無




























メト リー 解析の手法を用い， ACNl・のラッ ト脳腰湯
細胞に及ぼす影響について celkineticsという観点か
ら分析を行ない，その作用様式に関して新しい知見を
得たので報告する． く方法〉 ラ・ソ ト脳腫蕩細胞株 9L





BrdU抗体攻び Propidiumiodide (PI）にて2color 
stainingを行い，FACSIVまたはFACメtarIC供した．




































後から8日後， それぞれのラ ットに BrdU200mg/ 



















































































の検討を行なった．〔方法〕 体重 200grの正常 SD
系ラットを用い， 0.1ml lζ溶解した 14C-ACNU(MW 
309, log P 0.92) 1 μCi, 1CふFU(MW 130, log P・







































(MLV）と直径約 300nmのlargeunilamellar vesicle 
222 日外宝第56巻第2号（昭和62年3月）
(LUV）の2f·~類を用いた．膜組成は phosphatidylch­
oline (PCJ, phMphatidylethanolamine (PE), phospha-
tidylserine （！＇~）及び cholesterol を適当な割合で混合
し，膜電荷がpositive,negative, neutralとなる紙に し
た． ζれら liposome を用い， adriamycin はりおI),
cisplatin (CDDP）， λCN U を含有させ， gliomacel 






った．とれは COOPの透過性が悪〈， liposome 
kより透過性が増強されたためと考えられる．また
LUVを用いた場合，さらに広剤の膜透過性の増強が
期待できるが， AOMの場合， PEを加えた positive































た．方法・ 生後4週齢の soラットの皮下に 20mg
の20% Estradiol・3・benzoateペレットを包捜し， 10
週後より CB(2 mg／日皮下注）を1日， 3日あるい
は14日投与した．プロ ラクチン（PRL）の測定には
NIAOOKの RIAキットを用いた．組織の一部はホ









































（ヘノレパー T,Th) Leu-2. （サプレ・ソサーT, Ts), 












































































中で7例はすでに死亡している．とれら 7例の内3例 gueである bromodeoxyuridine(Brd U）をmarkerと
は， IFN局所投与中あるいは直後に原発巣の為IC死 して DNA合成期細胞の多寡を検討した． 〔方法〕 グ
亡した為， IFN局所投与の効果は判定出来なかった． リオー？の疑われた患者18{?!Jに術中 10mg/kgの
この他l例は術中， l重男腔と脳室が交通し，術后 le- BrdUを静脈内投与し， 1-3時間後lζ摘出した組織
ptomeningeal carcinomatosisを合併してしまった． につき抗 BrdU抗体をもちいたABC法を行った．背
残り 3例は全例原発巣は肺癌で（adenocarcinoma1 景細胞100個あたりの BrdU標識核数を求めた BrdU
例，squamouscel carcinoma 2例）外科的適応はない 標識率 （LI）とした．〔結果〕 Astrocytomagrade [] 
と判断され化学療法を施行している.IFN局所投与後 (7例）， grade III ( 6例）およびglioblastoma( 5例）
金頭照射を行った症例が2例，施行しなかった症例が の LIはそれぞれ 0.41±0. 18, 2. 4±1.1, 8.1土4.6で
l例であるが手術部の脳剖検による病理的所見は3例 あった．〔結論〕グリオー7の組織学的悪性度と LI
共共通していた．中心部は壊先q~があり，所々に mト との間』ζは密接な比例関係が認められたが，同ーの組












































tom a k注目 し，レクチン染色態度の差異について検
討した．
対象は benignastrocytoma 5例， malignantastro-
cvtoma 10例，glioblastoma11例で，UEA,PNA, ConA, 




















































































類は， l例が diffusemixed type, 3例が diffseme-
































tin (Vim）である点で astroprotein(Ap; GFAP）を
主体とする astrocyteと異なる．組織学的lとも臨床的
にも少なからぬ多様性を示すζの腫療の性格はいまだ
十分K把握されているとはいえない．私どもはζの点
をより詳細に検討すべく Vimおよび Ap(GFAP）を
markerとした免疫組織化学的研究を行った 〔方法〕
手術lとより得た ependymoma6例につき特異抗体を
用いたABC法を行った．〔結果〕抗Ap(GFAP）抗体
lζ対して線維の多くが陽性を示す例（2例），少数が陰
性を示す例 （2例），線維および細胞体が陽性を示す例
(1例），組織全体が陰性を示す例 (1例）があり，抗
日m抗体lζ対しては線維の多くが陽性を示す例（4例，
うちl例は微弱反応、），どく少数が陽性を示す例（1例）
がみられた．〔結論〕腫湯細胞の Ap(GFAP）陽性反
応性，逆ICVim陰性反応性は正常上衣細胞からの逸
脱を示唆するとのと考えられ， ependyrnomacelの
複雑な細胞性格が明かとなった．
